
介
護
保
険
の
医
療
保
険
者
の
納
付
金
の
算
定
等
に
関
す
る
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
二
十
六
年
度
の
医
療
保

険
者
の
納
付
金
の
算
定
に
関
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
及
び
額

区

分

率

又

は

額

介
護
保
険
の
医
療
保
険
者
の
納
付
金
の
算
定
等
に
関
す
る

省
令
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
三
号
。
以
下
「
省

令
」
と
い
う
。）第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
算
定
率

〇
・
〇
〇
二
六
六
二
一
〇

省
令
第
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
率

一
・
一
三
七
三
五
七
〇
九

省
令
第
八
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
率

〇
・
九
八
二
四
八
二
三
二

省
令
第
九
条
に
規
定
す
る
第
二
号
被
保
険
者
一
人
当
た
り

負
担
見
込
額

六
三
、
二
七
〇
円

省
令
第
十
一
条
に
規
定
す
る
第
二
号
被
保
険
者
一
人
当
た

り
負
担
額

五
五
、
四
六
六
円

別
表
補
助
金
等
の
名
称
の
欄
中
「
医
療
施
設
等
災
害
復
旧
費

補
助
金

診
療
確
保
事
業
費
補
助
金
」を「
医
療
施
設
等
災
害
復
旧
費

補
助
金

」に
、「
身
体
障
害

金精
神
障
害

設
等
運
営

者
福
祉
費
補
助

者
社
会
復
帰
施

費
補
助
金

」を「
身
体
障
害
者
福
祉
費
補
助

金

」
に
、「
社
会
福
祉
施
設
等
設
備
災

害
復
旧
費
等
補
助
金

障
害
程
度
区
分
認
定
等
事

業
費
補
助
金

」
を
「
社
会
福
祉
施
設
等
設

害
復
旧
費
等
補
助
金

障
害
者
総
合
支
援
事

補
助
金

平成™�年™月˜Ÿ日 火曜日 第�™š˜号官 報

本
使
は
、
更
に
、
こ
の
書
簡
及
び
前
記
の
了
解
を
イ
ン

ド
政
府
に
代
わ
っ
て
確
認
さ
れ
る
閣
下
の
返
簡
が
両
政
府

間
の
合
意
を
構
成
し
、
そ
の
合
意
が
閣
下
の
返
簡
の
日
付

の
日
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
光

栄
を
有
し
ま
す
。

本
使
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
重
ね

て
閣
下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
四
年
一
月
二
十
五
日
に
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で

イ
ン
ド
駐
在

日
本
国
特
命
全
権
大
使

八
木
毅

イ
ン
ド
財
務
省

経
済
局
局
長

ラ
ジ
ェ
シ
ュ
・
ク
ッ
ラ
ー
閣
下

（
イ
ン
ド
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
官
は
、
本
日
付

け
の
閣
下
の
次
の
書
簡
を
受
領
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
光

栄
を
有
し
ま
す
。

（
日
本
側
書
簡
）

本
官
は
、更
に
、前
記
の
了
解
を
イ
ン
ド
政
府
に
代
わ
っ

て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
閣
下
の
書
簡
及
び
こ
の
返
簡
が

両
政
府
間
の
合
意
を
構
成
し
、
そ
の
合
意
が
こ
の
返
簡
の

日
付
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
に
同
意
す

る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
官
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
重
ね

て
閣
下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
四
年
一
月
二
十
五
日
に
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で

イ
ン
ド
財
務
省

経
済
局
局
長

ラ
ジ
ェ
シ
ュ
・
ク
ッ
ラ
ー

イ
ン
ド
駐
在

日
本
国
特
命
全
権
大
使

八
木
毅
閣
下

〇
外
務
省
告
示
第
五
十
二
号

平
成
二
十
六
年
二
月
四
日
に
東
京
で
、
日
本
国
と
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
防
衛
援
助
協
定
第
七
条
及
び

附
属
書
Ｇ
に
基
づ
く
資
金
の
提
供
に
関
す
る
次
の
書
簡
の

交
換
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
八
日外

務
大
臣

岸
田

文
雄

（
日
本
側
書
簡
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
大
臣
は
、
千
九

百
五
十
四
年
三
月
八
日
に
東
京
で
署
名
さ
れ
た
日
本
国
と

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
防
衛
援
助
協
定
に
言
及

す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

同
協
定
第
七
条
２
は
、
日
本
国
政
府
が
、
同
協
定
の
実

施
に
関
連
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
の
行
政
事
務
費
及

び
こ
れ
に
関
連
が
あ
る
経
費
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

政
府
に
随
時
円
資
金
を
提
供
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
ま

す
。

ま
た
、
同
協
定
附
属
書
Ｇ
３
は
、
日
本
の
毎
会
計
年
度

に
お
い
て
日
本
国
政
府
が
提
供
す
べ
き
金
銭
負
担
と
し
て

の
日
本
円
の
価
額
に
つ
い
て
は
、
同
政
府
が
使
用
に
供
す

る
金
銭
以
外
の
も
の
に
よ
る
負
担
を
考
慮
に
入
れ
た
上
、

両
政
府
の
間
で
合
意
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
本
大
臣
は
、
日
本
国
の
平
成
二
十
五
会
計
年

度
に
お
け
る
前
記
の
金
銭
負
担
の
額
に
関
し
、
次
の
取
極

を
日
本
国
政
府
に
代
わ
っ
て
提
案
す
る
光
栄
を
有
し
ま

す
。平

成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
日
本
国
の
会
計
年
度
に
お
い
て
日
本
国
政

府
が
提
供
す
べ
き
金
銭
負
担
の
額
は
、
同
年
度
に
同
政
府

が
使
用
に
供
す
る
金
銭
以
外
の
も
の
に
よ
る
負
担
を
考
慮

に
入
れ
て
、
一
億
二
千
四
百
十
五
万
四
千
円
（
一
二
四
、

一
五
四
、
〇
〇
〇
円
）
と
す
る
。

本
大
臣
は
、
更
に
、
こ
の
書
簡
及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

政
府
に
代
わ
っ
て
前
記
の
取
極
を
確
認
さ
れ
る
閣
下
の
返

簡
が
両
政
府
間
の
合
意
を
構
成
す
る
も
の
と
み
な
し
、
そ

の
合
意
が
閣
下
の
返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
も

の
と
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
大
臣
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
閣

下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
四
年
二
月
四
日
に
東
京
で

日
本
国
外
務
大
臣

岸
田
文
雄

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
特
命
全
権
大
使

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
閣
下

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
十
一
号

介
護
保
険
の
医
療
保
険
者
の
納
付
金
の
算
定
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
三
号
）
第
六
条
第

三
項
、
第
七
条
第
二
号
、
第
八
条
第
一
項
第
二
号
、
第
九
条
及
び
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
の
医
療
保

険
者
の
納
付
金
の
算
定
等
に
関
す
る
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
二
十
六
年
度
の
医
療
保
険
者
の
納
付
金
の
算
定
に
関

し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
及
び
額
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
令
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
公

示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
十
二
号

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
四
十
七
号
）

の
施
行
に
伴
い
、
及
び
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

十
八
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
第
一
項
第
三

号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
精
神
障
害
及
び
程
度
（
昭
和
六
十
三
年
厚
生
省
告
示
第
百
二
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
告
示
の
適
用
前
に
自
ら

入
院
し
た
精
神
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律

第
十
八
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
精
神
障
害
及
び
程
度
本
則
の
表
は
、
適
用
し
な

い
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

本
則
の
表
中
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
項
」
を
加
え
、
同
表
の
児
童
・
思
春
期
精
神
障
害
の
項

中
「
措
置
入
院
者
」
を
「
自
ら
入
院
し
た
精
神
障
害
者
、
措
置
入
院
者
」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
十
三
号

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
第
十
四

条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
補
助
事
業
等
に
よ
り
取
得
し
、
又
は
効
用
の
増
加
し
た
財
産
の
処
分
制
限
期
間

（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

（
米
国
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
使
は
、
本
日
付

け
の
閣
下
の
次
の
書
簡
を
受
領
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
光

栄
を
有
し
ま
す
。

（
日
本
側
書
簡
）

本
使
は
、
更
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
に
代
わ
っ
て

前
記
の
取
極
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
閣
下
の
書
簡
及
び

こ
の
返
簡
が
両
政
府
間
の
合
意
を
構
成
す
る
も
の
と
み
な

し
、
そ
の
合
意
が
こ
の
返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力
を
生
ず

る
も
の
と
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
使
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
閣
下

に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
四
年
二
月
四
日
に
東
京
で

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
特
命
全
権
大
使

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ

日
本
国
外
務
大
臣

岸
田
文
雄
閣
下

›
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